
技術名：コンベックス走査式超音波気管支鏡針生検 
 
 
 
 
 
             
技術名：肝切除術における画像支援ナビゲーション 
 
 
 

 

新たな医療技術の具体的な例 
新しい医療技術の例 

イメージ図：リンパ節穿刺の場合 

リンパ節 

気管支 

検査の方法 
①超音波内視鏡の挿入 
 
②病変を描出 
 
③病変を穿刺し、検体を 
 採取 
 
④病理診断の実施 

技術の概要： 
 超音波内視鏡を用いて、気管や気管周囲
の病変を穿刺し、病理診断を行う。これまで
の検査方法と比べて、肺がんの病期の診断
率が有意に高い。（1299症例の解析では感
度93%、特異度100%） 

技術の概要： 
 肝がんや肝内胆管がんなどの際に、手術前
のCTの画像データを利用して、肝臓の3次元

画像表示と容積測定を行い、十分な肝臓の
機能を残すことができる手術術式を計画する。 
 手術中は、３次元画像を参照しつつ、適切
な切除範囲で肝切除を施行する。 

肝がん（黄）と 
担がん領域の門脈枝（紫） 担がん門脈領域予想図（橙） 担がん領域切除後予想図 

担がん門脈領域（青） 担がん領域切除後 
35 

３５ 



患者サポート体制の評価 

 患者等からの相談に幅広く対応できる体制をとっている医
療機関に対する評価を新設し、医療従事者と患者との円滑
なコミュニケーションの推進を図る。 
 
（新） 患者サポート体制充実加算   ７０点 (入院初日) 
 

 

［施設基準］   

① 患者からの相談に対する窓口を設置し、専任の看護師、社会福祉
士等を配置していること 

② 患者のサポート等に関するマニュアルの作成、報告体制の整備、職
員への研修等、体制の整備を実施していること。 

患者サポート体制の評価 
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明細書無料発行の推進 

 明細書発行に係る手数料について高額な料金はふさわしくない旨を実例に応じた額
を明示しつつ、再度周知。 
 公費等により一部負担金が発生しない患者に対しても明細書の発行に努めることと

する。                                    等                   

 平成２２年度改定により、電子請求が義務付けられている病院・診療所・薬局  
  は、正当な理由のない限り、原則として明細書を無料で発行することとした。 
 
  
       
  ４００床以上の病院については、これを平成２６年度以降は認めないことと 
  する。    
 正当な理由を担保するため、病院・診療所・薬局は、 
  毎年行われている他の届出事項と併せて、明細書無料発行 
  の対応の有無、正当な理由に該当する旨等を報告することとする。 

その他の取組 

明細書無料発行の推進 

正当な理由 ① 明細書発行機能が付与されていないレセコンを使用 
         ② 自動入金機の改修が必要な場合 
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